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 農場のすべての施設には、温度や湿度などの施設内環境の計

測値だけでなく日射量や風向などの施設外環境の値も加味し

たうえで暖房機、ミスト発生装置、CO2 発生装置、カーテン開

閉 などを自動制御し、トマトの生育に最適な栽培環境を作り

出す複合環境制御装置が導入されています。また、潅水につい

ても日射量に応じて自動で行われるため、従来の農業生産では

経験と勘に頼っていた環境管理作業の大半が自動で行われて

います。 

現在、農場長を務める森谷さん

は農場設立時に公募で選ばれ、栽

培から販売、労務管理を一手に担っています。さらに、農場には

このシステムの納入業者であるイシグロ農材（株）との業務委託

契約により、栽培、システム管理等、農場運営の支援を受けてい

ます。 

森谷さん自身は、農場への採用以前、コチョウランの農業生産

法人に長年勤務しておりトマト栽培は初めての経験でしたが、こ

のシステムのおかげで販売や雇用管理に軸足を置いた農場経営を

行うことができているそうです。 

 

 

 

 (株)サンライズファーム豊田では、2014 年度から名古屋大学を中心とするＩＣＴと農業の融

合に関する実証事業にも参画しています。そのため研究棟は、複合環境制御装置のように市販化

された機器の利用だけでなく、今後は、トマト栽培における先進技術の実証フィールドとしても

活用される予定です。 

研究棟は、実証フィールドも兼ねているため採算性は重視していないとのことでしたが、８月

に定植を行う 13a のトマト栽培施設では、来年度には 30t/10a 以上の収穫量を見込んでいます。 

 

 

 

まだ、経営開始間もない(株)サンライズファーム豊田ですが、昨年の 7月には近隣の高校の体

験学習にも協力するなど地域農業の活性化にも一役買っています。 

取材の最後に今後の計画を伺ったところ、農場長の森谷さんは、

「今後は販売面にも力を入れ、地域雇用の受け皿として成長して

いきたい。自動車の町である豊田市に新たなトマト産地を作りた

い。」と力強く語ってくれました。 

 

 

執 筆：農業経営課 

取材協力：豊田加茂農林水産事務所農業改良普及課 

最先端の農業用設備 

実証フィールドとしての役割 
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栽培棟には、日本製（イシグロ農

材）の複合環境制御装置「エアロ

ビート」（写真）が、研究棟には、

オランダ製（ホーヘンドールン社）

の複合環境制御装置「isii」が配

備されている。 

広大な栽培棟（ミニトマト） 

地域農業の起爆剤となるために 

（株）サンライズファーム豊田 

農場長の森谷さん 


